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重点目標 

１．学習習慣の確立と学力の向上 

２．基本的な生活習慣の確立と生徒指導の充実 

３．キャリア教育の推進と進路指導の充実 

４．健康で安全な学校生活の推進 

５．活力ある開かれた学校づくりの推進 

 

自   己   評   価  学校関係者評価  総  括 
番号 評価項目 具体的方策と指標基準等 目標の達成状況、達成にむけた取組み状況と分析 達成度 成果(○)と課題(△)  意見・要望・評価等  ①全体的に良好な

状況である。 

② 特 に 、 学 習 指

導、生活指導、

進路指導に関し

ては、大きな問

題点や課題はな

い。 

③これまでの教育

活動を継続しな

がら、細かな点

での改善を図っ

て行くことが必

要。 

④生徒の主体的な

社会参加活動に

ついては、さら

に奨励して行く

ことが必要。 

⑤猛暑対策につい

ては、多方面か

ら検討工夫して

行 く こ と が 必

要。 

１ 学習指導 

①授業第一主義の徹底及び授業研究の推

進 

②学びの構え・考える力を育む個に応じ

た指導の推進 

③主体的な学習習慣の確立と教育課程の

充実実施 

④次年度教育課程の確定及び移行期諸課

題の克服 

①時間割運用の適正化、代行授業の実施 

②教科会の充実と授業研究の実施 

③シラバスの作成と配布 

④生徒による授業評価の実施と結果の検討 

⑤平成２４年度入学生の教育課程の編成 

⑥４７分授業試行週間の実施 

⑦全職員による単位制移行研修会を２回実施 

⑧保護者への授業公開実施 

Ａ 

○授業時間の確保は概

ねできた 

○予定した取り組みは

実施できた 

△授業評価のより効果

的な利用を図る 

△教科内研修のさらな

る充実 

 ①生徒のあるべき姿を

明確にしての書道の

充実 

②教員の研修や研鑽に

さらなる検討を 

③学習成果が近年上が

っている。さらに充

実を 

 

２ 生活指導 

①自律的な生活習慣の育成と規範意識の

涵養 

②部活動や生徒会活動等、自主的・自治

的活動の推進 

③自他共に尊重したか目合う集団づくり

と「いのちの教育」の推進 

④健康・安全に対する自己管理能力の向

上と教育相談体制の育成 

①薬物乱用防止講座及び交通安全講話の実施 

②６月と１０月にマナーアップ運動の実施 

③長期休業明けの登校指導と服装指導の実施 

④生徒会リーダー研修会の実施 

⑤文化祭やクラスマッチなどの生徒会行事の

生徒主体の運営 

⑥悩み事相談を年間１０回実施 

⑦文化、体育各部の活動の充実 

Ａ 

○計画した取り組みは

概ね実施できた 

○東北総体、全国大会

へ ２ 部 １ ２ 名 の 出

場、県高校総体へ１

２部１６５名の出場 

△生徒の主体的自主的

活動のさらなる充実 

 ①礼儀正しくまじめな

生徒を継続して育て

てほしい 

②服装の乱れが尐ない

学校である 

③生徒の主体的ながん

ばりに期待したい 

 

３ 進路指導 

①将来を見通した在り方生き方指導の辞

意実とキャリア形成意識の育成 

②３年間を見通した組織的・系統的な進

路指導の充実 

①生徒面談を各学年で実施 

②進路講演会を各学年でそれぞれ・生徒保護

者を対象に実施 

③小論文講座を各学年で実施、長期休暇前講

習の実施 

⑤単位制移行を見通したキャリア教育計画の

策定を開始した 

Ａ 

○センター試験受験者

１８５名 

○東北大３名、国公立

大合格者５９名 

△単位制に見合うガイ

ダンスの充実 

 ①小論文指導は最終的

に１対１での指導に

な利大変であるがさ

らなる充実を 

②進学実績が上がって

いることは喜ばしい 

 

４ 教育環境 

①学習環境の充実と危機管理体制の整備 

②修成会（ＰＴＡ）、修成同窓会及び地

域との連携、社会参加活動の推進 

①改善中庭花壇の完成、校舎東部のブロック

塀の改修、西校舎耐震工事、テニスコート

防球ネットのかさあげ工事 

②石山つぎ記念音楽会の開催 

③音楽部や茶道部などの施設訪問 

Ｂ 

○年度末完成校舎や施

設の改善 

△生徒の自主的社会参

加活動 

△猛暑対策 

 ①猛暑対策は県の財政

などから難しいこと

は理解するが、一層

の工夫を 

②ＰＴＡとの連携充実 

 

         

自己評価及び学

校関係者評価の

改善点 他 

①アンケートの実施や評価の在り方については、これまでのやり方を継承しながら、さらに工夫して行く必要がある。 

②評価するための資料や材料をもう尐し精選して行く。 

③学校関係者評価委員への資料提供、情報提供をさらに工夫して行く必要がある。 

 

学校教育目標 

１．自主的・意欲的に学び、未来を創造できる人を育てる。 

２．至誠と責任を重んじ、社会に貢献できる人を育てる。 

３．美しい品性を備え、真理と文化を愛する人を育てる。 

４．高い知性と健康なからだをもち、自立できる人を育てる。 

 

 

 

 

達

成

度 

Ａ  達成 

Ｂ  概ね達成 

Ｃ  やや不充分 

Ｄ  不充分 
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平成２２年度　学校評価アンケート（生徒対象）集計結果　　　調査期間　平成２３年１月６日～１３日

A B C D 未 A+B A B C D 未 A+B A B C D 未 A+B A B C D 未 A+B H21
1 学年の目標を知っている。 2% 32% 42% 25% 0% 33% 38% 40% 16% 6% 0% 78% 34% 38% 19% 9% 1% 72% 24% 36% 26% 14% 0% 60% 58
2 学年の目標を達成するために努力している。 1% 26% 51% 22% 0% 27% 7% 48% 36% 9% 0% 55% 20% 45% 26% 9% 0% 65% 9% 39% 38% 13% 0% 49% 55
3 学校に来るのが楽しい。 28% 46% 19% 6% 0% 74% 26% 47% 25% 3% 0% 72% 31% 46% 18% 5% 0% 77% 28% 46% 21% 5% 0% 75% 72
4 学校は、安心して生活できる場となっている。 31% 49% 17% 2% 0% 81% 32% 49% 17% 2% 0% 81% 31% 55% 12% 2% 0% 86% 31% 51% 16% 2% 0% 83% 83
5 先生は生活指導に力を入れている。 29% 56% 15% 1% 0% 84% 41% 43% 13% 2% 1% 85% 48% 46% 5% 1% 1% 93% 39% 48% 11% 1% 0% 87% 90

6
生徒会行事(文化祭・クラスマッチ等)では、主
体的に活動している。

18% 48% 28% 6% 0% 66% 24% 44% 27% 5% 0% 68% 36% 48% 15% 1% 0% 84% 26% 47% 23% 4% 0% 72% 73

7
生徒会行事(生徒総会・各種委員会等)では、主
体的に活動している。

12% 25% 52% 11% 0% 37% 12% 31% 46% 11% 0% 43% 19% 45% 31% 5% 0% 64% 14% 34% 43% 9% 0% 48% 55

8
課題は家庭学習で十分取り組める内容・分量で
ある。

21% 43% 30% 6% 0% 64% 9% 40% 43% 9% 0% 49% 18% 58% 19% 5% 0% 77% 16% 47% 30% 7% 0% 63% 54

9
校内外の環境活動や福祉活動等に積極的に参加
している。

2% 7% 45% 45% 0% 9% 1% 7% 43% 49% 0% 8% 2% 15% 46% 37% 0% 17% 2% 10% 45% 44% 0% 11% 16

10 学校は、進路指導に力を入れている。 39% 48% 12% 1% 0% 88% 40% 48% 10% 2% 0% 88% 53% 42% 4% 1% 0% 95% 44% 46% 9% 1% 0% 90% 93
11 進路決定のための情報が提供されている。 32% 49% 17% 2% 0% 81% 29% 53% 15% 3% 0% 81% 45% 47% 7% 1% 1% 92% 35% 50% 13% 2% 0% 85% 92
12 進路相談がよく行われている。 12% 46% 38% 4% 0% 59% 26% 46% 24% 4% 0% 72% 36% 51% 12% 1% 0% 87% 25% 48% 25% 3% 0% 72% 81

13
進路実現の手立て(講習など)の環境が整ってい
る。

24% 57% 19% 1% 0% 81% 31% 53% 15% 1% 0% 84% 39% 54% 5% 2% 0% 93% 31% 54% 13% 1% 0% 86% 92

14 本校の部活動は活発である。 36% 50% 14% 1% 0% 86% 39% 47% 12% 2% 0% 87% 43% 50% 7% 1% 0% 93% 39% 49% 11% 1% 0% 88% 91
15 部活動と学習の両立がなされている。 12% 43% 34% 11% 0% 55% 12% 39% 40% 9% 0% 51% 16% 57% 22% 5% 0% 73% 13% 46% 32% 8% 0% 60% 65
16 部活動の活動時間は適正に守られている。 39% 41% 13% 7% 0% 80% 43% 40% 14% 3% 0% 84% 25% 52% 19% 4% 0% 77% 36% 44% 15% 5% 0% 80% 80
17 悩みや不安があるとき相談できる先生がいる。 9% 28% 42% 22% 0% 36% 16% 38% 30% 16% 0% 54% 10% 39% 34% 17% 0% 49% 12% 35% 35% 18% 0% 46% 51

18
日常の清掃やゴミの分別などがきちんとなさ
れ、校舎内外はいつもきれいである。

19% 53% 24% 3% 0% 72% 16% 54% 23% 6% 0% 71% 21% 55% 20% 4% 1% 75% 19% 54% 23% 4% 0% 73% 69

19

図書館には、学習活動に必要な情報や資料を得
るのに十分な書籍などがあり、それらに関する
情報も知らされるなど、利用しやすい環境が整
えられており満足である。

27% 56% 14% 3% 0% 83% 22% 56% 18% 5% 0% 78% 30% 53% 16% 1% 1% 83% 26% 55% 16% 3% 0% 81% 86

20
教室・特別教室・体育館・グランドは、授業や
部活動がしやすいよう整備されている。

27% 52% 15% 6% 0% 79% 24% 57% 13% 6% 0% 81% 26% 55% 16% 3% 1% 80% 26% 54% 15% 5% 0% 80% 84

21
学校の施設・設備が壊れたときは、すぐ修理さ
れる。

23% 57% 19% 1% 0% 81% 29% 60% 8% 3% 1% 88% 40% 46% 8% 5% 1% 86% 31% 54% 12% 3% 0% 85% 89

22
学校で地震や火災などが起こった場合、どのよ
うな行動をとればよいか具体的に知らされてい

24% 48% 24% 2% 1% 73% 30% 51% 16% 2% 0% 81% 44% 43% 13% 0% 1% 87% 33% 48% 18% 1% 1% 80% 90

23
学校のホームページをよく閲覧する。　（Ａ：
毎週１回以上、Ｂ：月２回程度、Ｃ：月１回程
度、Ｄ：見ない）

0% 1% 8% 91% 0% 1% 0% 3% 8% 89% 0% 3% 1% 4% 3% 91% 1% 5% 0% 2% 6% 91% 0% 3% 4

Ａ：よく当てはまる　　Ｂ：だいたい当てはまる　　Ｃ：あまり当てはまらない　　Ｄ：全く当てはまらない

３学年 183名（回収率 93.8％） 合計 567名（回収率 95.8％）１学年 196名（回収率 98.0％）２学年 188名（回収率 95.4％）


